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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Summary

　Long 重erm 　 fu11scale　 measurements 　 of 　 a　 co ロtainer 　 ship （24，
000　t　DW 　type ） on 　the　PNW

（Pacific　NQrヒh　West） course 　have　been　Qperated 　for　52　months ．　Measurcments 　and 　recordings

have 　been　eonducted 　automaticalZy 　using 　an　automatic 　RMS 　meter 　which 　was 　developed　by　the
authers ，　For　three 　items　of 　pitching　angle ，　 rolling 　angle 　and 　wave 　bendillg　stress 　 of　upper

deck，　 the　RMS 　 values ，　 the　 maximunl 　 peaks，　 the　 minimum 　troughs 　and 　the 　 zero 　cross 　 mcan

periods 　for　 30　 minutes 　have 　been　 punched 　 out 　in　 every 　three 　hours ．　 The 　 environmental

condition 　data　by　 the　 favor　 of 　the　 ship
’
s　 crew 　are 　to　be　 studied 　comparing 　 with 　 those　ship ’

s

respozlses ．

　 In　this　first　report ，　the　authers 　have　studied 　the　statistical 　distribution　of 　the 　environ 【nental

conditions ，　and 　corresponding 　Dperating 　conditions 　spedally 　in　rough 　seas ．　　 The　number 　of

data　 of 　the　rough 　sea 　condltion 　of 　wind 　veIocity ≧40　kt　or 　wave 　height≧5m ，　 were 　about 　400
among 　the 　5，200　 total　data．

で　 ま　 え　 が　 き

　波浪中を航走する船舶の，外界条件 と船体応答との 相

関 の 理 論解 析 は ，最近非 常 に 進歩 し て きて お り， そ の 精

度を確認す る た め の 実船計測 も数多 く実施 され て い る ％

し か し ， 実船航走中の 外界条件に は ， 理論解析 で 取扱 う

少数 の パ ラ メ
ー

タ 以 外 に も，多数 の 複雑 な 要素が 含 まれ

て お り，ほ ぼ同
一

と考え られ る外界条件下 で も，船体応

答 に は大 きい ば らつ きが認め られ る の がふ っ うで ある
。

　船体応答 の 実船計測 で は，同
一
船舶 また は 同型船に よ

る長期間 の 計測 デ ー
タ を 集積 して，こ れ を 統計的に 処理

す る と い う方法が要望 され るわ け である 。 また，船の
一

生 と い うよ うな長期予測 の 立 場 で ， 10
−8

程度の 確率の 異

常値の 推定 とか，累積疲労被害の 推算を す る た め に も ，

相当長期問 の 実船計測デ ー
タ の 集積が 必要で あ る。

　わ が国 の 実船計測 で は ，研究組織や 予算 の 関係 もあっ

て，比較的短期間 の 単発的な もの が 多 く， 怠 の 長 い長期

連続 の 計測例 は きわ め て 少な い
。 筆者 らも，強度関係 だ

け で も，こ れ まで に 高速 貨物船 （SR 　44，49，
63）

2）・3 〕，油

送船 （SR　99）
4），ぼ ら積船 （SR　U8 ）

s｝，鉱石運澱船 （SR

124）6）など，数多 くの 実船計測 に 参画 して きた が，い ず

＊
東京大学生産技術研究所

れ も単発的 とい う憾み は 免れなか っ た 。

　こ れ らの 経験に 基 い て ， 計測 の 簡易化 。自動化 の 方策

を樹て る こ とが できた の で ， SR 　163 の
一

環 と して，北

太 平洋航路 の コ ン テ ナ 運搬船 に よ っ て ， 完全 自動 の 計測

記録装置を 用 い て，5 年度にわ た る長期連続実船計測を

行 うこ とが で きた 。そ の 大要 は すで lzeq告 し たが η，そ

の 後若干 の 解析を加えた の で こ こ に 報告す る 。

2　計 測船お よび計 測方法

　計測 は ，山 下新 目 本汽船（株）の ご 好意に よ り，同社の

コ ソ テ ナ 運搬船 「米州丸」（24，　191　tDW ） に よ っ て 行 っ

た 。 同船 の 主要目を Table　1に 示す 。 航路 は，神戸一
→

名古屋
一→ 横浜

一一→ シ ァ トル ー→ バ ン ク ・一一：一→ ポ ー
ト

ラ ソ ドー→ 神戸 の 順 で ほぼ一定 して お り， 約 1 ヵ 月 の サ

イ クル で 定期 に 運航 し て い る
。 計測 ぽ，昭 和 51年 10月

の 第 71 次航 か ら， 曙和 56年 1 月の 第 123 次航 ま で （計

器 補修 の た め，数次 の 欠落 は あ るが ），52 ヵ 月 に わ た っ

て 連続して 行わ れ た。

　計測項 目は 3 エ レ メ ン トに 限定 し， 船体中央部上 甲板

の 波浪曲げ応力 ， 縦揺角お よ び 横揺 角の 3項 目 と し た。

波浪曲げ応力は ， 左右舷の 応力を 平均 し，水 平曲げ成 分

を除 い た上 下曲げ の み と した
。 動揺計 は ，

シ リ コ ソ オ イ
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・
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FigL　l　Block　diagram 　of 　automatic 　RMS 　meter

Table 　l　 Details　 of
‘‘Beishu 　 Maru ”

BE工SHU 　瓦ARU 　（Container ．　Carrier ）

Dimensions LPP 　 2°o 』

B
τn工d 　　30 甼O

Dmld 　　16 ・3

皿

m

皿

Dra 　亡　 D ε｝sign 　　　　　　：

Displac ∈…men 亡 （Su   cr ）；

Dead 　 Weigh ζ　　　　　　：

Gross 　Tonnege 　　　　　　 ：

1　，　 　 　　 瓜

37
，
073　　t

24，191　　 t

23，668　　仁

Machinery

Ship 　Sp2ed

Sectional 運oqulus 　I！y ：Deek 　i84 ，
825c 皿 m

　　　　　　　　　　　 Kee1 　198 ，291c τ囗〜一皿

｝Iiセsubishi 　Stilzer

34
，
2eo　　　P＄　〆　　　108　

・RPM
　 　 　 　 　 　 　 　 23 ．5　 kt

Owner ：Ya 皿 as 〜ユi：a 　S血1L ロ エ詠on 　Stea 皿 5hip 　Co ．
Builde τ ：

’M ±
’
tsubishi ｝王eaVy エndustry

「
C 。 ・

Builded 　Year ：　
’
　　　　　　　　　OctQbe τ 　1970

Voyage 　Coulse ：　　Pacific 　North 　West

　　　鵡二　　 慧：議
　 　 Yokohama 　 　？ortland

Te ＄し　Ter皿 　　　　　　　　　　　　　　　　51　mont 二hs

　　　　　 fro 皿 　Oct ●1976 （　71st 　Voyage ）

　　　　　 to　　Jan ．1981（123rd 　Voyage ）

Table　2　Cilculation　 of 　RMS 　 value

ル に 浸 し た振子の 回転角 を ポ テ ソ シ ォ
メ ー

タ で 検 出す る

方式の もの で ， 設置位置は工 事 の 都合上船橋楼内 とし た

の で ， 船の 重 心位置 よ りは 相 当後方 に あ る。

　計 測 お よび記鍮 こ は 自動 RMS 計を 用 い た 。
こ れは ，

3 時間 ご と に 上記3 項目をそれ ぞれ 30 分間ずっ 計測 ・

演算 お よ び 記録す る 自動装置 で，Fig．　1 に 示 す とお り

　（1 ）　日時 （GMT ）　　（4）　最大値

　（2 ） チ ャ ソ ネル 番号　（5） 最小値

　（3） RMS 値 （VE 　 （6） 繰返 数 （ゼ ロ ク 卩 ス ）

の 6項 目を 穿孑Lテ ープ に 打出す よ うに な っ て い る 。
RMS

値 （ぜ亙） は平均値を基準 と し て 測 っ た ピ ーク 値 鵜 （片

振幅丿 の RMS 値 で あ るが ， 本装置では Table　2 の よ

うに ，0．18sec 間隔 で サ ソ プ リ ソ グ した 瞬時｛直 賜 の

RMS 値 の s／百 倍 と し て 求 め て い る。

　毎 日 GMT 　O 時 か ら計測を 開始 して，　 go 分間動f乍し

て 90 分間 休 LL し，1 日 8 回 の 計測を 自動的 に繰返 し た

もの で あ る。神戸 ・名 古屋 ・横 浜 問 お よび シ ャ トル ・バ

ソ ク ーパ ・ポ ー
ト ラ ソ ド間 の 沿岸域 内の データ は 採用 し

な か っ た。

　気象 。海象お よび 操船条件 な どの 外界条 件 は，本船の

当直士 官 に 依頼 し て ， 船舶気象通報 に準 じた 記録表を 3

時間 ご と に 記入 し て も らい ，陸上で パ ン チ 入 力 し て ， 船

体応答 と対応 させ る よ うに し た 。

　 こ の 他 に，きわ め て 少数 で は あ るが，加速度 方式 の 投

棄式波浪 ブ イ を投 入 し て，波浪の 計測 も若干行 っ て い

る。こ の 場合 は，半 自動式の 磁気 テ
ープ式 デー

タ レ コ
ー

ダ に ，3 項 目の 船体応答と同時 に ア ナ ロ グ記録 し，ス ペ

ク トル 解析 の 対象と し た。

3 外　界　条　件

　計測期間中 の 外界条件の 頻度分布を Tab ユe　3 に 示す 。

波 高 は 1m ご との 16 段 階，波周期 は 2sec ご との 8 段

階，風速 は 10kt ご との 9段階，船速 ぽ 2kt ご との 14

段階，波 との 出台角Vt　45°

ご との 8 方向 に 分け て 分類 し

た 。

　波高 は ， 5，171 デ ー
タ 中 の 8σ96は

’3．75m 以 下 で あ

り，
5．　75　m ，6．　75　m

，
7．75m を超 え る もの は ， それぞ

れ 2．7％，1，7％，0．9％ とな っ て お り，13．　75　m を 超 え

る もの は 報告 され て い な い
。

SR 　163 に お い て ，1964〜

1974 年の 10 年間の 船舶気象観測表 に よ っ て 北太平洋 の

気象統計を 行 っ た 表
3｝か ら， 本船 の コ ース に 該当す る海

区だけを 選 ん で 集計 し た約 80 万の デ ータ を 採 り，海区

ご との デ
ー

タ 数の 重み を考慮して 求 め た頻度分布 との 比

較を Fig．　2 に 示 す 。 10 年統計 の 場 合 に は，2m 以下の

波 の 頻度が椢当高 く な っ
て い る。最高波高 は 20m （気

象庁で の 整理 段階 で 上 限は 20m に 抑 え て い る ） で あ る

が ， 北太 平洋全域 10 年間 の データ 約 370 万 の 中 に は ，

20　m と い う観測値が 30以上現 わ れ て ti　；
），ユ4．75　m を

超 え る もの ぽ 268 個 （0．01％）あ る。

　目視宅皮高・7ま，　1963 耳三以降有義波　（Significant、Vave）
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の 概念 を採 入 れ て 観 測通報す る よ う規定 され，「観測 さ

れ た 波系 の うち か らな り大きくは っ ぎ りし た波 浪 か ら得

た 波高を平均」す る こ とに な っ て い る。 こ の よ うに して

求 め た 目視波高 Hv は，ほ ぼ有義波高す な わ ち 113最大

平 均 波 高 H 、、s に 等 し くな る はず で あ るが，一般 船舶 に

よ る 目視観 測波高の 精度は あ ま り高く な く，そ の 誤差 は

　 6　 　 　 　 　 E　 　 　 　 10　 　 　 　 11　 　 　 　 ユ4

v ヱsuaL 　Nav已Hetgh 匸 Hv 　（m ）

Fig．3　Visual　wave 　heights 　vs ．　measured

　　　 wave 　helghts

± 25％ 程度あ る もの と い わ れ て い る。熟練度 に もよ る

が，船の 大きさや船速お よび 観測老 の 眼高 な どに も大ぎ

く影 響 され る よ うで あ る。

　目視波高 Hv と波浪 ブ イ で 計測 し た fflf3との 比 較を

Fig．　3 に 示す
T）。残念なが ら，波高の きわ め て 高 い 状態
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で の 比較デ
ー

タ は ない が．ぱ らつ きが 相当 大 き い こ と，

専 門家 に よ る気象観測船 の 目視デ
ー

タ は 相当精度が高 い

こ とな どが わ か る 。
NV ル ー

ル で は ， 北大西洋 に お ける

定点観測に よ る 多数 の 資料 に 基 い た 近似式 と思 わ れ る

が ，

　　　　　　　 Hv3 ＝ 　L　68x　Hv °．Tr．

と い う式 を与 え て い る
9 ）

。 波高の 低 い 場合 は 目視波高 の

方が 低 目に，波高の 高 い と こ ろ で は 高 昌に 観測す る とい

う傾向がある よ うで ある 。 こ の 式 に よ れ ば， 目視波高

13、　75　m お よび 20m の と きの H
，！3 は ，それ ぞれ 12．O

m お よ び 15．9m とな る よ うで あ る 。

一
っ の 連続 した 観

測 の 中で，N 波に 1 波 の 最大期待値 ffm
。・x −N は ，

　　llmax＿20　＝1．22∬ 1／ 3　　 Hrnax＿teo＝1．52 石「1／s

　　Hmax ＿50＝：1，40　H ，！ 3　　 ffrnax＿200 ＝1．62　Hl
！3

と な る の で，と きど ぎ巨大 な波 が来る よ うな 荒天状態 で

は U1
、s よ りも高 目に観測す る とい う傾向があ る もの と

思 われ る。

　風速 ・風 向 ・
波向お よび 波周期 なども， 10年間 の 長期

統計 とほ ぼ同様 の 分布を示 して い る。

　風速 の 分布 は 30kt 以下が大部分 で 88％ を 占め て お

り，40 ・50 お よび 60kt を 超 えるもの は それぞれ 2．3 ・

O，3 お よび 0．ユ％ となっ て い る。70　ktを 超 え る もの は

観測 さ れ て い な い 。 北太平洋全域 10年間の 統計の 約 370

万デ
ー

タ の 中 に は，50 ・60kt を 超 え る も の が 0．12 ・

0．02％ となっ て Se り，70　kt を超 え る もの は 174 個

（0．005％） となっ て い る 。

　波 との 出合角度 の 頻度分布 は 大体

　 　 　 Head ： Bow ： Beam ： Quarter： Fo ！10w

　 　 　 　 ＝＝2 ：3 ：2 ：2 ：1

の 比 率 とな っ て い る。

　標準 の 航海 速 力は 23．5kt で あ るが，近 年 は や や ス ロ

ーダ ウソ して 大体 20kt 前後で走 っ て い る よ うで ，
19〜

20kt の デ ー
タ が 全体の 84％ を 占め て い る 。

4　船速お よび操船条 件

　 4．1　 波 高 と平 均 船 速

　波高 と船速 の 関係 を Fig．　4　lc示す、1m ご との 波高区

分 で 船速 の 平均値を プ Pt ッ ト した もの で ， 破線 は Head

お よび Bow （船首 か ら ± 67．5
°
） の 2，327 傭，点線は

FoUow お よ び Quarter（船尾 か ら ± 67．5
°
） の 1，796

個 ， 実線 は こ れ らに Bean1 （真横 か ら ± 22．5
°
）状態を加

えた 総数5，155個 の デー
タ に つ い て 求め た もの で あ る 。

総平均 で は，波高 4m 以上 13　m まで の 範囲 で，船速が

20　kt か ら 5kt ま で比較的滑 らか に低下 し て い る よ うに

見受けられ る 。 し か し ， こ れは Head お よび Bow の 前

方波 の 場合 の 傾向に 支配 され て い る もの で，Follow お

よ び Quarterの 後方波 の 場合 に は，ほ とん ど船速低下
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は 認め られない。

　図中斜線で 囲 ん だ 部分 は ， SR　108 お よ び SR 　125 に ょ

る実船計測の 結果 で あ る 1°｝
。

こ れは ， 175m 級 （載貨重

量 15
，
000〜ユ6

，
000t）の ； ン テ ナ 船数隻 に よ る PSW 航

路 で の 計測結果 で ある 。 波 との 出合角別 に 符号を 変 え て

プ V
ッ トし て あ るが，出合 角 に よ る有 意 の 差 は あ ま りな

い よ うで，大体 こ の バ ソ ド内に 入 っ て い る。高速運 航 を

行っ て い た 昭和 45 ・46 年デ
ー

の タ で ある か ら， 絶対値

は 相当高くな っ て い る が，全 般 的傾向は 非常 に 類似 し た

もの と考え られる。

　4．2 荒天 時の 機関 回 転数

　風速 40kt 以上 また は 波高 5m （実際 に は 4．75　m ）

以上 の 荒天時の デ
ー

タ の み を 選 ん で ， 波高 ・機関回転数

お よび船速 の 関係を Fig．5 に 示 す 。 左 の 方 （波 高 4m

以下）で 白丸 で 示 した点は，荒天時以外の もの も含 め た

総数 に よ る もの で あ る。 例えば ，
且ead ・Bow の 状態 で

は ， 波高 3，75〜4．75m の デ
ー

タ 274個 の うち ， 10個 は

風速が 40kt 以上 あ っ た と い うこ とに な る。

　Head ・Bow の 場合，全体 で は さ きに Fig．　4 で み た と

お り滑 らか な船速低下の 傾向が 現われ て い る が，機関回

転数別に み る と， 船速 は ほ ぼ 回 転数の み に よ っ て 支配 さ

れ ， 波高に は あ まり影響 されない よ うで ある。大体lcts

い て

　　　　　　 110　rpm の と き 18〜20　kt

　　　　　　 ge　rpm の と き 16−−18　kt

　　　　　　 70　rpm の とき　8〜12　kt

　　　　　　 se　rpur の とき　4〜 6kt

程度 となっ て い る。 また ， 波高が 5m 以上 と な る と，90

rpm に 落 し て い るヶ
一

ス が 102 デー
タ 中 53 個 と最 も多

く，波高 6m 以 上 で は 70　rpm が，8m 以 上 で は 50

rpm が多くな っ て い る。ま た ， 波高6m 以 上 で 110　rpm

N 工工
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を 維持 して い る場 合 は き わ め て 稀 で あ る 。

　 Beam 　Sea の 場合は ， 低速回転 で 走 る場合は 少なく，

50rPm の デ ー
タ は 皆無 で あ る 。 荒天時 に は 横波を 避け

て 走 っ て い る よ うで，波高 8m を 超 え る ケ
ー

ス も報告

され て い ない 9

　Follow・Quarterの 場 合は，波高 に 関 係 な く回転数だ

け で 船速が 決 ま る傾向が さ らに 顕 著 で ある。また，110・

90 ・70　rpm の 差 も小 さ く，いずれ も大体 18〜22　kt の 範

囲 に 入 っ て い る 。 特 に 110rpm の 場 合は ， ほ とん ど平

水 時 の 平均船速 20kt を超え る船速 とな っ て い る。

　同 じ く荒天時の み に っ い て ， Head お よ び BDW の 場

合 の ，風 速〜回転数
〜船速 の 閼係を Fig．　6 に 示す。風 速

40kt 米満 の 点は ，波高 が 5m 以上 の もの の み し か プ ロ

ッ トし て い な い の で ， 点数が 少な くなっ て い る 。 こ こ で

も，船速は風速増加 と ともに 直線的 に 下が る よ うに み え

るが，回 転数別 に 見 る とほ ぼ一定で，風速 は 直接 に は 船

速 に あ ま り影響を 与 え て い な い 。こ こ に は 図示 しな か っ

た が ，
Beam お よ び Quarter・Follow の 場合も，全 く同

様の 傾向が 認 め られ た 。 また ，風速が 20　kt 未満 で も，

波高が 5m 以上 と な る と，90 また は 70　rpm に 下げて

い る場合 も多 く，回転減速 は風速 よ りも波高を基準 に し

て 行 っ て い る こ とが多 い よ うである。

　 こ の こ とは，Fig湿 お よび Fig．　6 に対応 し て ，波高〜

回転数 お よび 風速〜回転数 の 関係を図示 した Figし7 お よ

び Fig．　8を見ると
一

層明 らか であ る。い ずれ も波高 5m

以上 また は 風速 40kt 以上 の 荒天 時 の み の デ ー
タ で ， 正

船 首か ら 土 70
°

ま で の 前方波の み を採 っ た もの で あ る。

Fig　7 で は ， 相当 の ば らつ きは あるが，通常回転数 110

rpm か ら最低 の 50　rpm 付近 まで，波高 と回 転数の 大体

の 関係を 示す平均線 が 引 けそ うで あ る。

一方，Fig．．8 で

は ， 風速と回転数 との 間 に有意の 相関は ほ とん どな い と

い っ て もよ い。た だ 前 述の とお り，本 図で 風速 40kt 未

満 の 範囲 で は ， 波高 5m 未満の デ ータ は含 まれ て い な

い こ とに 注意す る必 要があ る。

　4．3　荒天 時の 出合 角度

　さ きに Table 　3 中 で 示 した 波 との 出合 角度の 分布と，

上 記 の 風速 40kt 　LJ上 また は 波高 51n以上 の 荒天時 の み

の 出合角度 の 分布を 重 ね て Fig．9 ｝こ示 す。あ ま り顕 著 な

差 は 見 られ な い が，荒天 時 に は， Head ・Beam お よ び

Quarterが 減少 し ，　 Bow と Follow が 増加 して い る 。 特
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一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

332 日本造船学 会論 文集　第 150 号

ー｛

⊇
｛

｝

−

ー

1
…

｝

目
…

u

r

LL
−
ー

〔
巳

葺
崑

　 rl

爾
U“nd 　　　 B四　　　 B冒a皿　　Qりいパヒr　Fo三よσ冒
　 　 　 　 い3りe　！nteu”し臼r

FigL　g　Frequency 　distribution　 of　 wave

　　　 encounter 　anglg

蠡　　冗／t−n，
　 ／／tt　：鵬

「　 1抑　　ltロ

は 最低 の 50rpm 付近 に 落 し て い る よ うで あ る。

　

1　 L1．1　1tll

：二 ，．ロ

1
黷

己

．L

叫

D耀睦川
周

th9
「
leheVaW

り
叙…°醗U一臨

SVe1σ
Ona

｝，

9口

▼
−daeH

川

019
，
五F

に Head の 減少 と Bow の 増加の 傾向が 目立 つ 。 荒天時

に は ス ラ ミ ソ グ衝撃を避け て ， 波を斜前方か ら受け る よ

う操船する こ とが多い もの と思われ る。

　 こ の 荒天時の み の デ ータ に つ い て ， 横軸 に波高を 1m

ご とに 区分 し，縦軸 に 波 と
一

出合角 と 10
°

ご とに 区分 し

て，Head お よび Bow （X ＝ 250°〜180°〜UO °

）の 場合の

頻度分布を 示 した の が Fig．　10 で あ る。各 円内 の 記号 は

機関回転数を 示 す もの で ある。

　荒 天 時 に は，回転数低下 に よ る 意識的減速 だ け で な

く，意識的 に 出合角を変え て い る場合 も多 い と考 え られ

る。一般的 に は ， 荒天時 に ス ラ ミソ グ 衝撃を 避け るた め

に は，前方 2点 （土 22．5
°
）の 方向か ら波を 受 け る よ うに

走 るの が よい と よ くい わ れて い る 。 深沢 ・山本
u ）の 解析

で は フ レ ア 角 の 大 きい コ ン テ ナ 船の 場 合 に は，船体強度

の み に つ い て い え ば，前方点2 は あ ま り好 ま しい 方向で

は な く，波長 が船長 よ り長 い場合 は前方 4 点 （± 45
°
），

短 い 場合 は 真正 面 に波 を 受け る方が 望 ま し い と い う結果

を得て い る 。 本 船 の 場 合 に は ，土 10〜30
°

の 頻度が特 に

高 く， 前方 4 点付近 の Bow お よび ± 10
°
以内の Head

は 意識的 に 避け て い る傾向がみ られ る 。 また ， 荒天中を

前方 4 点 付 近 また は 土 10
°
以内で 航走す る場合は，回転

5　船 　体　応 　答

　外界条件 お よ び 操船条件 と船体応答の 梠 関 に つ い て

は，次報以降 に 詳述す るつ もりで あ る 。

　応答とし て は ，縦揺 ・横揺お よび 甲板応力 の 3 項 目の

み しか計測 し て い ない の で，ス ラ ミ γ グ現象 に っ い て の

情報は あま り期待 で きな い
。

　SR125 の 報告
lo）に よ る と，意識的 な滅速や操舵は，

ス ラ ミ ソ グ を 意識 し た 場合が 最 も多 い よ うで，船首の 上

下 加 速度を 基準 に し て考 え る と整理 しや す い こ と，縦揺

お よび横揺 との 相関は不 明確 で ， 減速 に よ っ て か え っ て

動揺が 大 ぎくな っ て い る場 合 も多 い こ とな どを 挙げ て い

る。本船 の 場合 も， 操船条件 と動揺 との 相関は あま り明

か で は ない が，結果的 に は 甲板応力があ ま り高 くな らな

い よ うな操船が 行 わ れ て い る よ うに 見 受 け られ た。

6　む　　す　 　 び

　北 太 平洋航路 の コ ン テ ナ 運搬 に よ る，長期連続の 自動

式実船計測 の 第 1 報 と して ，
．
外界条 件 ・操 船条件 お よび

船速 に つ い て 報告 し た 。 船体応答 に っ い て は 次報 以降 に

報告す る 予定 で あ る。

　本計測実施 に 当 っ て ，長期間格別 の 御協力を い た だ い

た 山下新 日本汽船（株）お よ び米州丸 の 関係者各位 に 深甚

の 謝意を 衷す る。
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